Development of teaching material of power transmission that induces variety of thinking. by NAKAO, Takahiro
1.　はじめに
1.1.　動力変換教材の現状




省 2008）。 このうち， 電気エネルギーを扱う教材
は， 教材会社等のカタログを見ても， 多様な製
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要旨 ― 中学校技術教育における既存の動力変換教材は， プラスチック製のものが多く， 選択
できるギヤの種類も限られている。 これらの教材は， 簡単にギヤを組み合わせることができ， 短
時間での製作には適している。 しかし， 自由度という点で限界があり， 多様なギヤの組み合わ
せをもつ製作品にはつながりにくい。 そこで， 本研究では， 学習者にダンボールを用いてギヤ
自体を製作させ， ギヤの組み合わせに自由度を持たせた実践を行った。 その結果， それぞれ
の学習者の思考に多様性が生まれ， 個性的な製作品の表出を促した。
キーワード ― 問題解決 , 動力変換教材 , 思考 , 技術教育
Abstract ―Most of the existing teaching materials for the power transmission are made of plastic 
and the range of gears that can be selected is limited. For those materials, gears are easy to be 
combined and hence useful for the assembling in the short time. However, a problem for those 
materials are that ﬂexibility of the combinations of gears is low and thus variety of the items made 
tends to be limited. In this study, a lesson, where students can select various gears by making 
gears with cardboard by themselves, was practiced to enhance ﬂexibility of the combination of 
gears. It was found that this practice was effective in inducing ﬂexibility of students’ thinking and 
facilitated production of a variety of distinct works.
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ある 5mm の幅に切断し， 円形に切り取ったダン
ボールの側面に貼り付けた。軸は爪楊枝を用い，
ダンボールと軸とを安定させるために， 木材の丸



























































































































・ 車体は，シャーシ （車体）， パワーユニッ
ト， ギヤプレートで構成する。
・ パワーユニットに，手を加えてはならない。
・ シャーシサイズは長さ 200 ミリ以内， 幅
130 ミリ以内とする。
・ タイヤサイズは直径 50～ 70 ミリとする。




































レースは，全長約 3m，幅約 0.4mで，前半 1.5m
は平地，後半 1mは登板 （5%程度） の直線コー
スで行った。 タイムレースとし， 製作要素以外の
なんらかの問題により計測できない可能性を考




























































際， 完成した作品は， ギヤを多段 （図 5） にし
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思考の多様性を引き出す動力変換教材の開発
